
196 宇宙を観る，入生を観る 天堺2勾

が，108ミリの赤道儀を据えてみる．

　叉，南部の海岸にあるグリムスタド町では，・fエiテンJ．Iweten氏が100

ミリのブシュ機で攣星の槻測を沁んでみる。

　叉，其の近くのポiルスグルンド町では，トル1ドS．Thorrud氏が“ゴが

天文豪”といふものを経諭し，108ミリの赤道議で小遊星や直面を槻測してみ

る．

皆饒日食に際しE暦の研究を簗む

　　　理學博士竹内時男

　高騒大氣中に，E暦といふ電子一イオン浮遊暦があるが，門生これは日中

は太陽の光線を吸坐して，電離してみるのである・ところで・皆既日食の場合

には，太陽光紘が急激に狽さを攣へるので，イオンの再合係数を決定するに最

も良い時機であると見られる．

　太陽と月とは殆んど等しい見掛の直径を持ち，月は太陽の表面を一様な速さ

で動くので，太陽の露出面の分数fは

　　　　・一・一÷｛・・s－1T－T（・一T・）毛金｝

となる．こ曳に

　　　　T一・一論r・秒聯一，二欄のnSlg，第一獺より鵬

　　　　T一一ST9。i　　第二，三三醐では・第三接醐より測る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　お　電子イオン封の獲生箇数qcm．秒　は
　　　　　　　　　　　　q＝＝qo　COS　tl

で與へられる・こNに・θは太陽の天頂距離角である・叉，q・はθ＝0に陶

する値である。

　本年10月1日，北ブラジルでは・10痔に・tiが約35’で・5分間位綬く皆既日

食に，この間題を研究し度いと，E．　O．　Hulburt氏が述べてみる．

　爾，或人は，部分食の間には，その大いさに祁面して室中電導度が噛すとい

ってみる・1936年6月19日・1939年4月19日（これらは共に太陽が低く・一は上

り他は下りつSある所であった）2回の維験を持つが，より以上の観測が望ま

れてみる．


